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令和５年門審第１１号 

裁    決 

遊漁船Ａ養殖施設損傷事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

    操縦免許 小型船舶操縦士 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官甲斐繁利及び同官小林努出席

のうえ審理し、次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ａを戒告する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和３年１２月９日０４時２７分 

 大分県大島北西方沖合 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 遊漁船Ａ 

  総 ト ン 数 ６.１トン 

  登 録 長 １２.９４メートル 

  機関の種類 ディーゼル機関 

   出 力 ２３５キロワット 
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３ 事実の経過 

Ａは、船体後部に操舵室を配し、同室前部中央に舵輪、その前方の

棚に左舷側から順に魚群探知機、ＧＰＳプロッター２台、レーダー及

び機関操縦レバーをそれぞれ備えたＦＲＰ製遊漁船で、ａ受審人ほか

２人が乗り組み、釣り客１１人を乗せ、遊漁の目的で、船首０.３メ

ートル船尾１.５メートルの喫水をもって、令和３年１２月９日０３

時３０分大分県佐伯港の係留地を発し、大島北西方沖合の釣り場に向

かった。 

ところで、大島北西方沖合は、豊後大島船隠防波堤灯台（以下「大

島灯台」という。）から３０５度（真方位、以下同じ。）１,２６０メ

ートル、３２５度１,２００メートル、３３７度４９０メートル及び

２８７度５３０メートルの各地点を順次結ぶ線に囲まれた範囲に、大

分県漁業協同組合が大分県知事から免許番号区第４１３０号として許

可を受けた第１種区画漁業の漁場区域（以下「大島漁場区域」とい

う。）が設定されて周年まぐろ及びぶり養殖施設が敷設されていた。 

また、ａ受審人は、平成２３年頃から大島漁場区域付近で遊漁を始

め、ＡのＧＰＳプロッターに大島漁場区域の養殖施設の範囲を入力し

てその範囲を表示させ、年間１１０日ないし１２０日０４時３０分頃

から２時間ないし３時間大島漁場区域付近で遊漁を行っていたことか

ら、大島漁場区域に養殖施設が敷設されていることを承知しており、

現地の漁業協同組合から大島漁場区域付近で明かりを点灯すると養殖

施設のまぐろやぶりの餌の食い付きが悪くなるので、遊漁を行うとき

には明かりを点灯しないように注意されていた。 

ａ受審人は、釣り客全員を後部甲板で休息させ、レーダー及びＧＰ

Ｓプロッター２台を作動させて舵輪の右舷後方に立った姿勢で操縦に

当たり、前示釣り場に向かう僚船に続いて佐伯湾を東行し、０４時 
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００分少し前大島灯台から２６９度４.９海里の地点で、針路を大島

漁場区域の養殖施設に向く０８６度に定め、機関を回転数毎分    

１,３００にかけ、１０.０ノットの速力（対地速力、以下同じ。）で、

手動操舵により進行した。 

ａ受審人は、０４時０５分半大島灯台から２７０度４.０海里の地

点に至ったとき、船首方にまぶしい明かりを視認し、大島漁場区域付

近の小型船の明かりと考え、間もなくして先行する僚船がその明かり

を消灯させるため小型船に向かっているように見えたことから、僚船

の動静を注視した。 

ａ受審人は、０４時２５分半少し前大島灯台から２８７度    

１,３１０メートルの地点に達したとき、大島漁場区域が正船首  

５００メートルのところとなり、その後大島漁場区域の養殖施設に向

首して接近する状況であったが、小型船に向かう僚船の動静を見るこ

とに気をとられ、レーダーやＧＰＳプロッターを活用するなど、船位

の確認を十分に行わなかったので、この状況に気付かなかった。 

こうして、ａ受審人は、大島漁場区域の養殖施設に向首続航し、 

０４時２７分大島灯台から２９９度８６０メートルの地点において、

Ａは、原針路及び原速力のまま、まぐろ養殖施設に乗り入れた。 

当時、天候は晴れで風力２の西風が吹き、潮候はほぼ低潮時に当た

り、視界は良好であった。 

その結果、養殖施設は、いけすの浮環等に折損などを生じたが、の

ちに修理された。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件養殖施設損傷は、夜間、大島北西方沖合において、釣り場に向け

て航行する際、船位の確認が不十分で、大島漁場区域の養殖施設に向首
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進行したことによって発生したものである。 

 ａ受審人は、夜間、大島北西方沖合において、釣り場に向けて航行す

る場合、大島漁場区域の養殖施設に乗り入れることのないよう、レーダ

ーやＧＰＳプロッターを活用するなど、船位の確認を十分に行うべき注

意義務があった。しかるに、同人は、小型船に向かう僚船の動静を見る

ことに気をとられ、船位の確認を十分に行わなかった職務上の過失によ

り、養殖施設に向首して接近する状況に気付かないまま進行して乗り入

れる事態を招き、同施設に損傷を生じさせるに至った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第３号を適用して同人を戒告する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和５年７月２６日 

     門司地方海難審判所 

          審 判 官  管     啓  二 


